
我が国で確認されている麻痺性貝毒の原因プランクト

ンは，Alexandrium tamarense，A. catenella，A. tami-
yavanichii，A. ostenfeldii，A. minutum，Gymnodinium cate-
natumである（農林水産省，2015a）。そのうち北海道の噴
火湾では，A. tamarenseが麻痺性貝毒の主な原因種とされ
ている（北海道立水産試験場，2000）。これら貝毒プラン

クトンを捕食し，毒を蓄積した二枚貝等をヒトが食べる

と，中毒症状を引き起こすことがあり，重症な例では呼

吸麻痺により12時間以内に死亡する（農林水産省，2015

a）。

北海道沿岸では，月1～2回の貝毒プランクトンモニタ

リング調査とともに，貝毒による食中毒を未然に防ぐた

め，沿岸海域を19海域に区分し，二枚貝等の貝毒検査が

実施されている。二枚貝等を生産する漁業協同組合は，

生産開始1週間前および水揚げ期間中は毎週1回，貝毒検

査を行っているほか，行政による貝毒検査も行われてい

る（北海道ほたて流通食品協会・北海道ぎょれん，2011；

北海道，2015）。

麻痺性貝毒における北海道の規制として，ホタテガイ

では可食部毒量が3MU g−1または中腸腺毒量が20MU g−1

を超えた場合に出荷の「自粛規制」が措置される（北海

道，2015）。また，国の規制として，二枚貝等の可食部毒

量が4MU g−1を超えた場合に出荷の「自主規制」が措置さ

れる（農林水産省，2015b）。本稿では可食部毒量3MU

g−1または中腸腺毒量20MU g−1を「規制値」と表現し，ま

た，出荷の自粛規制と自主規制の両者を含めて「出荷規

制」と表現する。

出荷規制が措置されると，二枚貝等の水揚げおよび処

理加工は禁止となるが，ホタテガイは貝毒が中腸腺に偏

在していることから，有毒部位の除去など条件付処理加

工し，出荷することが認められている（北海道ほたて流

通食品協会・北海道ぎょれん，2011；厚生労働省，2015）。

噴火湾東部海域（豊浦町から室蘭市の海域）および噴

火湾西部海域（森町から長万部町の海域）における1986

～2016年の麻痺性貝毒によるホタテガイの出荷規制の期

間を図1および付表1に示した。1986年以後31ヵ年の内，

噴火湾東部海域では19ヵ年，西部海域では20ヵ年でホタ

テガイの出荷が規制された。両海域ともに1991年までは，

ほぼ周年規制されることもあったが，1992年以後は春季

から秋季にかけて規制されることが多い。

噴火湾のホタテガイ養殖は，耳吊り方式（耳殻に孔を

開けピン等でロープに取り付けて吊す養殖方法）および

籠方式で実施されているが，貝毒原因プランクトンの摂

餌によりホタテガイが毒化する時期を外し，冬季から早

春に出荷するサイクルで発展してきた（北海道立水産試

験場，2000; Imai et al., 2014）。しかし，図1に示したよう
に出荷が規制されない年もあり，また，近年，中国など

国外への輸出も好調なため，周年出荷のニーズが高まっ

ている。そのため，漁業者がホタテガイを計画的に出荷

するためには，麻痺性貝毒により出荷が規制されるか否

かを事前に予測することが切に望まれている。そこで，

本稿ではこれまで得られた貝毒プランクトン調査や貝毒
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検査結果に基づき，A. tamarense細胞密度と麻痺性貝毒量
との関係を整理し，A. tamarense細胞密度を用いて，ホタ
テガイの出荷規制を事前に予測できるか否かを検討する

ための基礎資料を得ることを目的とした。

材料と方法

解析に用いたデータ 解析にはA. tamarenseの細胞密度，
ホタテガイにおける麻痺性貝毒の中腸腺毒量と可食部毒

量およびホタテガイの出荷規制時期のデータを用いた。

A. tamarense細胞密度は，噴火湾東部海域の洞爺湖町沖1
マイル（水深約30m），噴火湾西部海域の八雲町沖3マイ
ル（水深約32m）および森町沖1.6マイル（水深約60m）
で実施された貝毒プランクトンモニタリング調査の結果

を用いた（北海道，1985−2006；北海道，2007−2010；地
方独立行政法人北海道立総合研究機構・北海道，2011−
2016；（地独）道総研函館水産試験場ホームページ．Internet
web. Download from：（http://www.hro.or.jp/list/fisheries/
research/hakodate/index.html（2016.10.31））；図2）。麻痺性
貝毒の中腸腺毒量と可食部毒量は，いぶり噴火湾漁業協

同組合（洞爺湖町在所），八雲町漁業協同組合および森漁

業協同組合の養殖場で採取されたホタテガイの貝毒検査

結果を用いた（北海道，1985−2001；北海道漁業協同組合
連合会資料；北海道水産林務部資料；（地独）道総研中央

水産試験場資料）。これらA. tamarense細胞密度，中腸腺
毒量および可食部毒量のデータが得られたのは，洞爺湖

町沖では1984～2016年，八雲町沖では2000～2016年，森
町沖では2005～2016年だった。麻痺性貝毒によるホタテ

ガイの出荷規制は，生産海域ごとに実施されるため，解

析には噴火湾東部および西部海域における出荷規制の開

始時期を用いた（北海道，1985−2006；北海道，2007−
2010；地方独立行政法人北海道立総合研究機構・北海道，
2011−2016；北海道漁業協同組合連合会資料；北海道水産
林務部資料）。

Alexandrium tamarense 細胞密度と麻痺性貝毒量との関

係 洞爺湖町沖，八雲町沖および森町沖におけるA.
tamarense細胞密度の年最高値とホタテガイにおける麻痺
性貝毒の中腸腺毒量ならびに可食部毒量の年最高値がみ

られる時期を比較検討した。A. tamarense細胞密度と中腸

図1 噴火湾東部および西部海域における麻痺性貝毒によるホタテガイ出荷規制が措置さ
れた期間
2016年は10月31日時点では規制されていない。

図2 貝毒プランクトン調査（●）の位置
破線は噴火湾東部と西部海域の境界を示す。
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腺毒量との相関関係およびA. tamarense細胞密度と可食部
毒量との相関関係は，スピアマンの順位相関係数で検定

した（事前にχ2適合度検定により，細胞密度，中腸腺毒
量および可食部毒量のいずれかが非正規分布であること

を確認した）。ただし，麻痺性貝毒量の検出限界未満

（＜2.0MU g−1）については0MU g−1として検定に供した。
麻痺性貝毒の発生を警戒すべきAlexandrium tamarense

細胞密度 洞爺湖町沖，八雲町沖および森町沖において，

前記方法でA. tamarense細胞密度と麻痺性貝毒量との間に
有意な正の相関が得られた場合，ホタテガイの麻痺性貝

毒発生を警戒すべきA. tamarense細胞密度を求めた。警戒
すべきA. tamarense細胞密度は，下記の「予測の正確度」
が最高となるA. tamarense細胞密度とした。予測の正確度
とは，「全調査年の内，規制値を超えるか否かを正しく予

測した年の割合」を示す。

予測の正確度（％）＝（ai + bi）／c×100 ‥‥（1）
ai：i細胞密度以上のA. tamarenseが出現した初日が，
中腸腺毒量または可食部毒量が規制値を超えた

初日以前だった場合の年数（i細胞密度以上のA.
tamarenseの出現から，事前に規制値を超えるこ
とが予測できた年数を示す）

bi：i細胞密度以上のA. tamarenseが出現せず，かつ
中腸腺毒量および可食部毒量が規制値を超えな

かった場合の年数（i細胞密度以上のA. tamarense
の出現がなく，その年は規制値を超えないこと

が予測できた年数を示す）

i：A. tamarense細胞密度で，10～1,000細胞L−1の間
で変化させた。変化させる細胞密度の最小単位

は，採水した海水1Lの1/10量を検鏡しているた
め，10細胞L−1である。
c：調査年数

得られた結果の妥当性を評価するため，前述した予測

の正確度以外に，1）「規制値を超えると予測した年の内，
予測後に規制値を越えた年の割合（規制の予測率）」，2）
「規制値を超えると予測しなかった年の内，規制値を超え

なかった年の割合（非規制の予測率）」，3）「規制値を超
えた年の内，事前に規制値を越えると予測した年の割合

（予測の感度）」および4）「規制値を超えなかった年の内，
規制値を超えると予測しなかった年の割合（予測の特異

度）」を求めた。

結果と考察

Alexandrium tamarense 細胞密度と麻痺性貝毒量との関

係 洞爺湖町沖における1984～2016年のA. tamarense細胞
密度の年最高値，ホタテガイにおける麻痺性貝毒の中腸

腺毒量および可食部毒量の年最高値を図3に示した。A.
tamarense細胞密度の年最高値は20～9,400細胞L−1で2～8
月に出現した。中腸腺毒量の年最高値は2.2～1,446.0MU
g−1だった。ただし，1996年は中腸腺毒量の検査は実施さ
れなかった。中腸腺毒量の年最高値は，32ヵ年の内，24
ヵ年でA. tamarense細胞密度が年最高値となった当月から
3ヵ月以内にみられた。3ヵ月後に中腸腺毒量の年最高値
がみられた2015年の事例を図4に示した。5月にA. tamarense
細胞密度の月最高値が2,760細胞L−1に急増したことに伴い，
中腸腺毒量の月最高値は24.4MU g−1に増加した。その後，
6月にA. tamarense細胞密度の月最高値は180細胞L−1に急
減したが，中腸腺毒量の月最高値は50.4MU g−1へと増加
し続けた。7月以後，A. tamarenseはほぼ消滅したが，中
腸腺毒量は8月に年最高値54.4MU g−1を記録した。
洞爺湖町沖における中腸腺毒量の年最高値は，A.

tamarense細胞密度が年最高値となった当月から3ヵ月以
内に多くみられたが，1988年は5ヵ月後の12月に最も高
かった（図3）。秋季から冬季に貝毒量が上昇したのはA.
catenellaの増殖が原因とされている（北海道，1989）。ま
た，1990年の中腸腺毒量の年最高値は，A. tamarense細胞
密度が年最高値となる3ヵ月前にみられたが，これは前年
の高毒が当年まで影響したためと推察される。その他の

ケースもみられたが，いずれも検査していない月があり，

中腸腺毒量の年最高値は捉えられていない可能性がある。

洞爺湖町沖における可食部毒量の年最高値は2.0～141.0
MU g−1だったが，1993，1998，2000～2002，2005，2012
年は全ての検査で検出限界未満（＜2.0MU g−1）だった
（図3）。可食部毒量の年最高値は，A. tamarense細胞密度
が年最高値となった当月から2ヵ月以内に多くみられた
（検出限界未満だった7ヵ年を除く26ヵ年の内，19ヵ年）。
その他のケースもみられたが，中腸腺毒量と同じ理由が

考えられた。

洞爺湖町沖におけるA. tamarense細胞密度の年最高値と
それが出現した当月から3ヵ月以内の麻痺性貝毒量（中腸
腺，可食部）の最高値との間には，中腸腺および可食部

毒量ともに有意な正の相関が認められた（細胞密度と中

腸腺毒量：r＝0.741，p<0.01；細胞密度と可食部毒量：r
＝0.736，p<0.01；図5）。
八雲町沖における2000～2016年のA. tamarense細胞密度

の年最高値は20～960細胞L−1で4～6月に出現した（図6）。
ただし，2002年は全ての調査でA. tamarenseの出現は認め
られなかった。中腸腺毒量の年最高値は2.8～144.8MU
g−1であり，A. tamarense細胞密度が年最高値となった当月
から3ヵ月以内に多くみられた（A. tamarenseの出現が認
められた16ヵ年の内，14ヵ年）。
八雲町沖における可食部毒量の年最高値は2.3～9.4MU
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図3 洞爺湖町沖におけるAlexandrium tamarense細胞密度の年最高値とホタテガイにおける麻痺性
貝毒の中腸腺毒量および可食部毒量の年最高値
白色部分：調査や検査が実施されなかった月，灰色部分：調査や検査が実施された月，黒色
部分：麻痺性貝毒量が規制値を超えた月を示す。－：2016年10月31日時点で調査や検査が実
施されていないことを示す。
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g−1だったが，2000～2002，2012，2014，2016年は全ての
検査で検出限界未満（＜2.0MU g−1）だった。可食部毒量
の年最高値もA. tamarense細胞密度が年最高値となった当
月から3ヵ月以内に多くみられた（検出限界未満だった6
ヵ年を除く11ヵ年の内，9ヵ年）。ただし，2004，2006，
2007，2009年のように中腸腺毒量が高く，規制値を超え
ている期間に可食部毒量の検査をしていないことがあり，

可食部毒量の年最高値は捉えられていない可能性がある。

八雲町沖におけるA. tamarense細胞密度の年最高値とそ
れが出現した当月から3ヵ月以内の麻痺性貝毒量（中腸腺，
可食部）の最高値との間には，中腸腺および可食部毒量

ともに有意な正の相関が認められた（細胞密度と中腸腺

毒量：r＝0.798，p<0.01；細胞密度と可食部毒量：r＝
0.544，p<0.05；図7）。
森町沖における2005～2016年のA. tamarense細胞密度の

年最高値は20～1,400細胞L−1で4～7月に出現した（図8）。
ただし，2005年は全ての調査でA. tamarenseの出現は認め
られなかった。中腸腺毒量の年最高値は3.2～135.0MU
g−1で，A. tamarense細胞密度が年最高値となった当月から
3ヵ月以内に多くみられた（A. tamarenseの出現が認めら
れた11ヵ年の内，9ヵ年）。
森町沖における可食部毒量の年最高値は2.1～3.8MU
g−1だったが，2014，2016年は全ての検査で検出限界未満
（＜2.0MU g−1）だった。可食部毒量の年最高値は，A.
tamarense細胞密度が年最高値となった当月から1ヵ月以
内に多くみられた（A. tamarenseの出現が認められなかっ
た1ヵ年および検出限界未満だった2ヵ年を除く9ヵ年の
内，5ヵ年）。ただし，2006，2007，2009，2011年のよう
に中腸腺毒量が高く，規制値を超えている期間に可食部

毒量の検査をしていないことがあり，可食部毒量の年最

高値は捉えられていない可能性がある。

森町沖におけるA. tamarense細胞密度の年最高値とそれ

図3 続き

図4 洞爺湖町沖における2015年のAlexandrium tamarense
細胞密度の月最高値（●）およびホタテガイにおけ
る麻痺性貝毒の中腸腺毒量の月最高値（○）の推移

図5 洞爺湖町沖におけるAlexandrium tamarense細胞密度
の年最高値とそれが出現した当月から3ヵ月以内の
ホタテガイにおける麻痺性貝毒の中腸腺毒量の最高値
（上図）および可食部毒量の最高値（下図）との関係
可食部毒量の検出限界未満（＜2.0MU g−1）は0MU
g−1としている。
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が出現した当月から3ヵ月以内の麻痺性貝毒量（中腸腺，
可食部）の最高値との間には，中腸腺および可食部毒量

ともに有意な相関は認められなかった（細胞密度と中腸

腺毒量：r＝0.434, p>0.05；細胞密度と可食部毒量：r＝
0.085, p>0.05；図9）。細胞密度と中腸腺毒量との間で相関
が認められなかったことについては，2007年の細胞密度
の年最高値が100細胞L−1と低かったにもかかわらず，中
腸腺毒量の年最高値が135.0MU g−1と12ヵ年で最も高かっ
たことが原因の一つと考えられる。また，細胞密度と可

食部毒量の間で相関が認められなかったことについては，

前述したように可食部毒量の年最高値が捉えられていな

いことが原因の一つと考えられる。

麻痺性貝毒の発生を警戒すべきAlexandrium tamarense

細胞密度 前項で洞爺湖町沖および八雲町沖におけるA.

tamarense細胞密度と麻痺性貝毒量（中腸腺，可食部）と
の間に正の相関が認められたため，この2カ所のホタテガ
イにおける麻痺性貝毒の発生を警戒すべきA. tamarense
細胞密度を求めた。

洞爺湖町沖における（1）式から求めた予測の正確度を
図10に示した。ただし，1984～1991年のデータは予測の
正確度の算出には不適だったため使用しなかった。その

理由はプランクトン調査の開始が5月と遅かったこと（1984
～1988年），麻痺性貝毒の規制値を超える時期が4月以前
あるいはほぼ周年規制されていたこと（1985～1987,1989
～1990年）など，1984年と1988年を除く年でプランクト
ン調査が実施される前に麻痺性貝毒の規制値を超えてい

た等のためである（図3）。1992～2016年のデータから求
めた予測の正確度は，A. tamarense細胞密度が110～170

図6 八雲町沖におけるAlexandrium tamarense細胞密度の年最高値とホタテガイにおける麻痺性貝毒
の中腸腺毒量および可食部毒量の年最高値
白色部分：調査や検査が実施されなかった月，灰色部分：調査や検査が実施された月，黒色部
分：麻痺性貝毒量が規制値を超えた月を示す。－：2016年10月31日時点で調査や検査が実施
されていないことを示す。
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細胞L−1の時に84％で最も高く，警戒すべき細胞密度は少
なくとも110細胞L−1以上となる。110細胞L−1以上を貝毒
の発生を予測する細胞密度と設定した場合の事例を表1
に示す。規制値を超えるか否かを正しく予測したケース

は，25ヵ年の内，規制値を超えると予測し，その2～50
日後（平均24日後）に規制値を超えた年が8ヵ年，規制
値を超えると予測しなかった年に，規制値を超えなかっ

た年が13ヵ年であり，併せて21ヵ年だった。この場合，
予測の正確度は84％，その他の予測の評価に関する4項目
の割合は73～93％であり，いずれも7割を超えていた（表
2）。
八雲町沖における2000～2016年のデータから求めた予

測の正確度は，A. tamarense細胞密度が160～180細胞L−1

の時に94％で最も高く，警戒すべき細胞密度は少なくと
も160細胞L−1以上となる（図11）。160細胞L−1以上を貝毒
の発生を予測する細胞密度と設定した場合の事例を表3
に示す。規制値を超えるか否かを正しく予測したケース

は，17ヵ年の内，規制値を超えると予測し，その7～81
日後（平均41日後）に規制値を超えた年が7ヵ年，規制
値を超えると予測しなかった年に，規制値を超えなかっ

た年が9ヵ年であり，併せて16ヵ年だった。この場合の
予測の正確度は94％，その他の予測の評価に関する4項目

図7 八 雲 町 沖 に お け るAlexandrium
tamarense細胞密度の年最高値とそれ
が出現した当月から3ヵ月以内のホタ
テガイにおける麻痺性貝毒の中腸腺
毒量の最高値（上図）および可食部
毒量の最高値（下図）との関係
可食部毒量の検出限界未満（＜2.0
MU g−1）は0MU g−1としている。

図8 森町沖におけるAlexandrium tamarense細胞密度の年最高値とホタテガイにおける麻痺性貝毒の
中腸腺毒量および可食部毒量の年最高値
白色部分：調査や検査が実施されなかった月，灰色部分：調査や検査が実施された月，黒色部
分：麻痺性貝毒量が規制値を超えた月を示す。－：2016年10月31日時点で調査や検査が実施
されていないことを示す。
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の割合は88～100％であり，いずれも8割を超えていた
（表4）。
警戒すべきAlexandrium tamarense 細胞密度の生産海域

への利用 噴火湾東部海域における麻痺性貝毒の発生に

よるホタテガイの出荷規制は，1992～2016年の25ヵ年の
内，13ヵ年で実施された（図1）。洞爺湖町沖で得られた
麻痺性貝毒の発生を警戒すべき細胞密度110細胞L−1以上
を，出荷規制を予測する細胞密度として，噴火湾東部海

域に用いた場合の事例を表5に示す。出荷規制の有無を正
しく予測したケースは，25ヵ年の内，出荷規制を予測し，
その1～43日後（平均20日後）に出荷規制された年が7
ヵ年，出荷規制を予測しなかった年に，出荷規制されな

かった年が11ヵ年であり，併せて18ヵ年だった。
この場合の予測の正確度は72％，その他の予測の評価

に関する4項目の割合は54～92％で，予測の感度が54
％と低かった（表6）。この原因は，1992年と1999年には
洞爺湖町沖では麻痺性貝毒量の規制値を超えなかったが

（表1），噴火湾東部海域では他地区で規制値を超えたため
出荷規制されたこと（表5），1995年には洞爺湖町沖では
事前に規制値を超えることを予測したが（表1），噴火湾
東部海域では出荷規制の方がA. tamarenseが110細胞L−1

図9 森町沖におけるAlexandrium tamarense細胞密度の年
最高値とそれが出現した当月から3ヵ月以内のホタ
テガイにおける麻痺性貝毒の中腸腺毒量の最高値
（上図）および可食部毒量の最高値（下図）との関
係
可食部毒量の検出限界未満（＜2.0MU g−1）は0MU
g−1としている。

表1 洞爺湖町沖におけるAlexandrium tamarense細胞密度
（110細胞L−1以上）を用いたホタテガイの麻痺性貝
毒発生の予測結果

図10 洞爺湖町沖におけるAlexandrium tamarense細胞密
度を10～1,000細胞L−1の間で変化させた場合の予
測の正確度

図11 八雲町沖におけるAlexandrium tamarense細胞密度
を10～1,000細胞L−1の間で変化させた場合の予測
の正確度
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以上出現する時期より早かったこと（表5）により，出荷
規制を事前予測できなかったためである。また，非規制

の予測率も65％と低く，この原因も前述した1992，1995，
1999年のケースによる。
噴火湾西部海域における麻痺性貝毒の発生によるホタ

テガイの出荷規制は，2000～2016年の17ヵ年の内，9ヵ
年で実施された（図1）。八雲町沖で得られた麻痺性貝毒

の発生を警戒すべき細胞密度160細胞L−1以上を，出荷規
制を予測する細胞密度として，噴火湾西部海域に用いた

場合の事例を表7に示す。出荷規制の有無を正しく予測し
たケースは，17ヵ年の内，出荷規制を予測し，その3～44
日後（平均23日後）に出荷規制された年が5ヵ年，出荷
規制を予測しなかった年に，出荷規制されなかった年が

8ヵ年であり，併せて13ヵ年だった。
この場合の予測の正確度は76％，その他の予測の評価

に関する4項目の割合は56～100％で，予測の感度が56
％と低かった（表8）。この原因は，2004年と2007年には
八雲町沖では事前に規制値を超えることを予測したが（表

3），噴火湾西部海域では出荷規制の方がA. tamarenseが160
細胞L−1以上出現する時期より早かったこと（表7），2005
年には八雲町沖では麻痺性貝毒量の規制値を超えなかっ

たが（表3），噴火湾西部海域では他地区で規制値を超え
たため出荷規制されたこと（表7）により，出荷規制を事
前予測できなかったためである。また，非規制の予測率

も67％と低く，この原因も前述した2004，2005，2007
年のケースによる。

今後の課題 本稿では，A. tamarense細胞密度を用いて，
ホタテガイの出荷規制を事前に予測できるか否かを検討

するための基礎資料を得ることを目的とした。ホタテガ

イにおける麻痺性貝毒の発生を警戒すべきA. tamarense
細胞密度を噴火湾東部海域では110細胞L−1以上とすると
1992～2016年の内72％の年で，西部海域では160細胞L−1

以上とすると2000～2016年の内76％の年でそれぞれ出荷

表2 洞爺湖町沖におけるAlexandrium tamarense細胞密度（110細胞L−1以上）を用いたホタテガイの麻痺性貝毒発生予
測に関する評価

表3 八雲町沖におけるAlexandrium tamarense細胞密度
（160細胞L−1以上）を用いたホタテガイの麻痺性貝
毒発生の予測結果

表4 八雲町沖におけるAlexandrium tamarense細胞密度（160細胞L−1以上）を用いたホタテガイの麻痺性貝毒発生予測
に関する評価
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表5 噴 火 湾 東 部 海 域 に お け るAlexandrium
tamarense細胞密度（110細胞L−1以上）を用い
た麻痺性貝毒によるホタテガイ出荷規制の予
測結果

表6 噴火湾東部海域におけるAlexandrium tamarense細胞密度（110細胞L−1以上）を用いた
麻痺性貝毒によるホタテガイの出荷規制予測に関する評価

表7 噴 火 湾 西 部 海 域 に お け るAlexandrium
tamarense細胞密度（160細胞L−1以上）を用い
た麻痺性貝毒によるホタテガイ出荷規制の予
測結果
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規制の予測が可能だったことを示した。なお，最近の10

ヵ年に限れば，両海域ともに9ヵ年で予測が可能だった

（表5，7）。

今後，A. tamarense細胞密度を用いた方法を毎年得られ
るデータで解析し直すなど改良するとともに，実際に事

前予測できるか否かを数年かけて検証することが必要で

ある。また，吉田ら（2016）は，冬季から春季の降水量

からホタテガイの出荷規制を事前に予測できる可能性を

示唆している。A. tamarense細胞密度を用いる方法と降水
量など環境要因とを組み合わせることで，予測の正確度

をさらに高めるとともに，より早い時期に予測できるよ

うにすることも重要である。

北海道ではA. tamarenseが100細胞L−1以上に増加した場
合，ホタテガイの麻痺性貝毒量の上昇を警戒することに

なっている（農林水産省，2015a）。現行の100細胞L−1

以上は，細胞毒量，貝毒の蓄積率等の既往知見から推定

して設定された基準であるが（北海道水産林務部水産経

営課聞き取り），今回，噴火湾の長期モニタリングで得ら

れた野外データから，改めてその妥当性が裏付けられた

と言える。
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付表1 噴火湾東部および西部海域における麻痺性貝毒によるホタテガイ出荷の自粛規制と自主規制期間
自粛規制期間は北海道漁業協同組合連合会資料および北海道水産林務部水産局水産経営課衛生管理グループ資
料より，自主規制期間は北海道（1985～2006），北海道（2007～2010），地方独立行政法人北海道立総合研究機
構・北海道（2011～2016）および北海道水産林務部水産局水産経営課衛生管理グループ資料より作表した。
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